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「川井秀夫さんを偲ぶ会」報告 
 

古川 祐司 

       

「川井秀夫さんを偲ぶ会」は 10月 28日 17時、

ホテル・リガーレ春日野「天平の間」で執り行わ

れた。会場には満席の 72人が集り、別れを惜し 

み、故人の在りし日を偲んだ。 

 

≪お別れの式の部≫ 

 

 

 

 

≪懇親会の部≫ 

阿部顧問の挨拶、続いて藤田顧問の献杯の発声

で懇親会が始まる。阿部顧問は発足以来の同志。

会の歴史ともいうべき数々の話が披露される。 

 

続いて、親交あった方々が思い出を披露された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご遺影を前に全員で黙

祷。参会者は、それぞれ

の思いを胸に、ご逝去を

悼み、ご冥福を祈る。 

鈴木会長「お別れの言葉」 

「ならやま・ユートピア

構想」を実現し、新世代

へ引継いでいきたいと。 

シニア自然大学校・顧問の 

斎藤隆さん。 

「シ大創立時の功労と、

奈良の地域に根差した環

境活動を称える。 

 

 

寺田正博さん 

初めて当会が手掛けた

森林整備「忍辱山間伐事

業」を熱く語られる。 

弓場厚次さん 

例会事務局、のらの会幹事

長として故人を支えた。胸

に溢れる思い出を語る。 

西谷範子さん 

創生以来の同志、自然環境

保全活動のベテランとし

て豊富な知見で会に貢献。 

中井弘さん 

遺愛「川井桜」の桜守を自

任。故人に歴史の目を開か

され、歴文クラブ世話人 

吉川利文さん 

俳句百景の愛読者。故人の

注釈を絶賛され、回向文を

手向けていただいた。 

 

水本遼真さん 佐保台地

区連合自治会長の時代に、

ならやまプロジェクトに

参加、地元住民との繋ぎ役

を果たされる。 

故人を偲ぶ話は尽きなかったが午後 8 時、森副会

長の閉会挨拶で終了。参会者は、故人の熱い思い

を確かめ受け継いだ一日であった。 

**************************************** 

遺族の川井克紀様から以下の謝辞が寄せられた。

「父が素晴らしい仲間に囲まれ、充実した半生を送

ったことを知りました。ご交誼を頂いた皆さまに心

からお礼申し上げます」 

 

 
 


